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１．薗原ダムの概要

薗原ダムは、利根川水系の片品川に位置する重力式コンクリートダムです。洪水調節、流水の
正常な機能の維持、発電の３つの目的のためにつくられ、昭和４０年度に完成しました。

片品川

◆薗原ダムの貯水池運用図
◆薗原ダムの概要

◆薗原ダム

１

夏期制限水位（7/1～9/30）
▽EL550.0m

常時満水位（10/1～6/30）
▽EL564.0m

・形 式 ：重力式コンクリートダム

・目 的 ：洪水調節、流水の正常な機能の維持、発電

・提 高 ： 76.5m

・提 頂 長 ： 127.6m

・総貯水容量 ： 20,310千m3

・集 水 面 積： 607.6km

・管 理 開 始：昭和41年3月（国土交通省管理）

76.5m



事業実施工程

２．事業の目的

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度平成23年度

工事（盛土、護岸、基盤整備、排水）

測量・設計

平成18年度平成18年度 平成19年度平成19年度 平成20年度平成20年度 平成21年度平成21年度 平成22年度平成22年度 平成24年度平成24年度平成23年度平成23年度

工事（盛土、護岸、基盤整備、排水）

測量・設計

豊かな自然環境に恵まれている薗原ダムには、平成18年度の利用実態調査によると45千人が水面利用

や散策などで訪れています。
しかし、ダムの水位が高いと駐車できる平場がなくなり周辺の道路に駐車してしまう事から、ダムの
巡視など管理に支障が生じています。また、周辺住民からも迷惑駐車に対しての苦情が生じています。
そのため、管理の支障となる迷惑駐車対策を目的に、貯水池内の掘削、盛土による平場整備を実施す
るものです。また、流木処理の荷揚げ場等、管理行為のヤードとして使用します。

湖面利用状況
（夏期制限水位：EL550.0m）

湖面状況
（常時満水位：EL564.0m）

◆薗原ダム利用実態数（年間利用者）◆薗原ダム利用実態数（年間利用者）
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平場整備により湖面利用者による迷惑駐車が解消され、ダムの巡視など管理における障害が解消される
と共に、周辺住民の方々へ快適な生活が確保され、広場を利用した自然体験や地域交流活動を実施する
ことが出来ます。また、流木処理の荷揚げ場等、管理行為のヤードとしても使用します。

３．事業の効果

【完成イメージ】

３

標 準 横 断 図

掘削範囲

盛土範囲

常時満水時（EL564.0m）

掘削範囲

盛土範囲

現 況 横 断 図

常時満水時（EL564.0m）

迷惑駐車 迷惑駐車解消

基盤整備後

基盤整備後

環境整備事業

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成23年度平成22年度



●分析の流れ
事業の選定

総便益(B)の算定
評価対象期間：整備期間+50年間
現在価値化の基準時点：評価時点
社会的割引率：４％
残存価値：評価期間終了時の現在価値化した

建設費の１０％

経済性の評価
○費用便益比（Ｂ／Ｃ）

予備調査の実施
適正な本調査手法の選定

総費用(C)の算定

評価対象期間：整備期間+50年間
現在価値化の基準時点：評価時点
社会的割引率：４％

整備期間と投資計画の想定

４ー１．費用対効果の分析

４

本調査の実施
便益範囲の設定



４ー２．費用対効果の分析

薗原ダム認知度の距離別分布（H22.3予備調査結果より）５

・平成18年の河川利用実態調査の結果、県内を中心に年間約4.5万人の方々に利用されている事が解ってい
る。
・アンケート調査より、当該地区の認知率が高い25km圏域を受益範囲として設定する。

20km
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50km

●薗原ダム

来訪者区分図（H18利用実態調査）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

5
km
圏
内

1
0
km
圏
内

1
5
km
圏
内

2
0
km
圏
内

2
5
km
圏
内

3
0
km
圏
内

3
5
km
圏
内

4
0
km
圏
内

4
5
km
圏
内

5
0
km
圏
内

認知度の
変化点

●受益範囲の設定



４ー３．費用対効果の分析

◆総便益（Ｂ）
○受益範囲住民を対象としたＣＶＭアンケートにより、支払い意思額（ＷＴＰ）を把握。
○WTPから年便益を求め、評価期間を考慮し、残存価値を付加して総便益を算定。

◆総費用（Ｃ）
○事業に係わる建設費と維持管理費を計上。

６

平成２２年度評価時点

薗原ダム環境整備事業

８８円／世帯／月支払い意思額（WTP)

回 答 数 １２３世帯

有効回答数 ７７世帯（62.6％）

集計対象

事業箇所から25km圏（世帯）受益範囲

整備期間＋５０年間評価期間

●Ｂ／Ｃの算定

●事業における支払い意思額



４ー４ ．費用対効果の分析

※アンケート結果による支払い意思額に受益世帯数及び賛成率を乗じ、年便益を算定。

※年便益に評価期間（５０年）を考慮し、残存価値を付加して総便益を算定。

※施設完成後の評価期間（５０年間）に対し、社会的割引率（４％）を用いて現在価値化を行い算定。

※残存価値は、評価終了時点における現在価値化した建設費の１０％を計上。

便益の現在価値化の合計＋残存価値

建設費の現在価値化の合計＋維持管理費の現在価値化の合計
Ｂ／Ｃ ＝

３．１３億円

０．０２億円

３．１１億円

薗原ダム環境整備事業

③総費用（①＋②）

②維持管理費

①建設費

■薗原ダム環境整備事業の費用便益比（Ｂ／Ｃ）（算定結果）

※総費用は、社会的割引率（４％）及びデフレーターを用いて現在価値化を行い費用を算定。

７

総便益（Ｂ）

９．９５億円

薗原ダム環境整備事業

費用便益比

（Ｂ／Ｃ） ３．２

薗原ダム環境整備事業

３．２＝

３．１３億円

９．９５億円



①事業の必要性に関する視点（事業の投資効果）
・事業を巡る社会経済情勢等の変化

事業箇所の園原地区は、尾瀬・片品など観光地として全国的に有名な地域の周辺に位置する。
地元住民による地域の活性化に貢献し、誰もが気軽に自然を楽しめる貴重なオープンスペース
として、その活用に大きな期待がかかる。

・事業の投資効果
本事業の実施により、湖面利用者による迷惑駐車が解消され、ダムの巡視など管理における障
害が解消されると共に、周辺住民の方々へ快適な生活が確保され、広場を利用した自然体験や
地域交流活動を実施することが出来ます。また、流木処理の荷揚げ場等、管理行為のヤードと
して使用します。

３．２

Ｂ／Ｃ

９．９５

Ｂ（億円）

３．１３薗原ダム環境整備事業

Ｃ（億円）平成２２年度評価時

②事業の進捗状況・事業の進捗の見込みの視点
現在、事業は順調に進んでおり、今後の実施のめど、進捗の見通しについては、特に大きな支障はない。

また、地元からも整備の要望を受けています。
今後も事業実施にあたっては、地元との調整を十分に行い、協力・連携して実施します。

５．評価の視点（再評価）

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

近年の技術開発の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減の可能性等を探りながら、今後とも事業を

進めていく方針である。

８



・再評価における都道府県の意見は下記の通り。

再評価における意見

群馬県

都道府県

６．再評価における都道府県への意見聴取

９

・本事業は、ダムの管理における障害が解消されると共に、周辺地域の安全に奇
与する事から、本事業の継続が妥当である。

７．今後の対応方針（原案）

薗原ダムは、利根川水系の治水・利水を担う重要な施
設あるとともに、水と緑の豊かな公共空間には、多く
の人々が訪れているが、駐車できる平場が不足してい
るため、周辺住民から迷惑駐車に対する苦情が生じて
いる。迷惑駐車解消のためには、貯水池内への平場・
坂路整備が必要なことから、早期完成を図られたい。


